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肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。

一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。

一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。

一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。
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地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践
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８
月
30
日
（
土
）
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
て
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
震
度
９
ク
ラ
ス
の
地
震
と
津

波
で
、
大
分
県
、
宮
崎
県
及
び
鹿
児
島

県
の
広
範
囲
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

被
災
し
て
い
な
い
県
内
外
に
被
災
者
を

陸
路
や
空
路
で
広
域
搬
送
す
る
と
い
う

国
内
で
最
も
大
規
模
な
設
定
の
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。
県
内
の
被
災
者
に
、

大
分
空
港
と
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
設

け
た
広
域
搬
送
拠
点
医
療
施
設
（
Ｓ
Ｃ

宇
佐
高
田
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
出
動

　

陣
林
医
師
、
植
田
看
護
師
、
青
木
看
護
師
、
吉
田
調
整
員
が
、

大
分
空
港
Ｓ
Ｃ
Ｕ
で
の
医
療
活
動
や
実
際
に
ヘ
リ
に
搭
乗
し
て

の
広
域
搬
送
訓
練
を
経
験
し
ま
し
た
。

Ｕ
）
で
診
療
と
応
急
処
置
を
施
し
、
県
内

外
の
各
医
療
施
設
へ
搬
送
し
ま
す
。

　

県
に
よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
際
、
県
内
で
最
悪
２
万
人
の
死
者

が
出
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
直
後

の
早
め
の
避
難
行
動
の
他
、
72
時
間
以
内

の
救
助
活
動
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
今
回

は
、
他
県
、
各
関
係
機
関
も
参
加
し
、
機

能
的
か
つ
効
率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
、

訓
練
を
通
じ
て
手
順
や
体
制
を
確
認
す

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

大分空港にて、他機関と合同でSCU広域搬送訓練

平成26年度 広域医療搬送訓練に参加して
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アクションカードとトリアージカード
を配布し、災害本部の立ち上げ班と負
傷者受け入れ班に分かれて、実際にカー
ドに沿って行動しました。

　

大
分
県
で
は
12
の
病
院
が
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
も
大
分
県
立
病
院
は
、
基
幹
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
大
分
県
に
お
け
る
災

害
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
各
二

次
医
療
圏
に
は
、
１
施
設
以
上
の
災
害
拠

点
病
院
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
は

北
部
二
次
医
療
圏
で
、
宇
佐
高
田
地
域
災

害
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
訓
練
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
よ

う
な
大
規
模
な
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起

き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

院
内
の
訓
練
は
、
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務

局
よ
り
派
遣
さ
れ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（
指
導
員
）
の
指
導
の
下
、
訓
練
の
想
定

に
合
わ
せ
た
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
災
害

時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
じ
た
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

松
成
医
師
を
災
害
対
策
本
部
の
本
部
長

と
し
、災
害
本
部
を
事
務
室
に
立
ち
上
げ
、

院
内
の
被
害
状
況
の
確
認
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
認
、
負
傷
者
の
確
認
、
職
員
召
集

や
非
常
放
送
等
の
訓
練
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
行
い
ま
し
た
。
被
災
者
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
、
患
者
搬
送
や
ト
リ
ア
ー
ジ

実
施
、多
数
負
傷
者
の
対
応
困
難
を
判
断
、

応
援
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
要
請
な
ど
実
働
訓
練
と
机

上
訓
練
を
連
動
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
、
参
加
し
た
職
員
は
、
災

害
時
は
何
も
で
き
な
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
改
正
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、

誰
も
が
思
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
の
状
況
で
は
災
害
時
に
混
乱
し

て
対
応
で
き
な
い
と
、
事
実
を
目

の
当
た
り
に
し
た
日
で
し
た
。
今

後
も
定
期
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
や
訓
練
を
行
い
、
災
害
時
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

救
急
災
害
対
策
委
員
会　
　
　

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員　
　
　
　

看
護
師　

小
野　

康
佳

訓練の打ち合わせ

赤タグ重症者の搬送（中津市民病院へ）

日本DMAT事務局より派遣され
た指導員・・・マスコミに変装

応援DMAT到着（北九州市立八幡病院DMAT）

院内訓練風景

アクションカードとは、具体的行動内
容が明記され、それに沿って行動し、
判断できるようになっています。
事前の準備がなくても十分対応出来る
指示がカードに記載されています。
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の
で
、
逆
流
症
状
も
し
く
は
食
道
炎
の
ど

ち
ら
か
が
あ
れ
ば
、
胃
食
道
逆
流
症
と
診

断
し
ま
す
。

２
．
逆
流
性
食
道
炎
と
の
違
い
は

　

皆
さ
ん
は
も
し
か
す
る
と
、「
逆
流
性
食

道
炎
」
と
い
う
病
名
の
方
を
よ
り
耳
に
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
逆

流
性
食
道
炎
」
と
は
、
胃
食
道
逆
流
症
の

う
ち
、
内
視
鏡
で
食
道
炎
を
認
め
る
場
合

に
つ
く
病
名
で
、
あ
く
ま
で
胃
食
道
逆
流

症
の
一
部
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
胸
や
け
が

あ
る
も
の
の
内
視
鏡
で
食
道
炎
が
確
認
で

き
な
い
も
の
を
「
非
び
ら
ん
性
胃
食
道
逆

流
症
」
と
呼
び
、
ど
ち
ら
も
食
道
に
酸
が

逆
流
す
る
病
気
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で

す
の
で
治
療
法
も
同
じ
で
す
。

３
．
胃
食
道
逆
流
症
の
原
因
は

　

胃
酸
の
食
道
へ
の
逆
流
は
、
男
性
で
は

中
年
以
降
、
女
性
で
は
高
齢
者
（
特
に
腰

の
曲
が
っ
た
人
）
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

食
物
を
大
量
に
食
べ
た
後
や
、
高
脂
肪
食

や
甘
い
も
の
を
食
べ
た
後
に
お
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
高
年
に
な
る
と
増
え
て
く
る

食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
も
逆
流
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
食

道
と
胃
の
つ
な
ぎ
目
で
あ
る
噴
門
が
ゆ
る

く
な
っ
た
状
態
で
、
肥
満
と
も
大
き
な
関

係
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

１
．
胃
食
道
逆
流
症
と
は

　

胃
食
道
逆
流
症
と
は
、
文
字
通
り
「
胃

の
内
容
物
が
食
道
へ
逆
流
し
て
お
こ
る
病

気
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
っ
て
胃
内
容
物

の
食
道
へ
の
逆
流
が
お
こ
る
よ
う
に
な
る

と
、
胃
液
の
酸
の
た
め
に
、
胸
や
け
や
口

の
中
ま
で
酸
っ
ぱ
い
水
が
上
が
る
感
じ
、

い
わ
ゆ
る
「
呑
酸
（
ど
ん
さ
ん
）」（
最
近

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
よ
く
耳
に
し
ま
す
）
が
お

こ
り
ま
す
。
中
に
は
狭
心
症
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
胸
の
痛
み
や
喉
や
胸
の
あ
た
り
で
の

つ
か
え
る
感
じ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

　

逆
流
症
状
の
ほ
か
、
胃
酸
の
た
め
に
食

道
粘
膜
が
た
だ
れ
て
食
道
炎
が
お
こ
り
ま

す
。
こ
の
食
道
炎
は
主
に
内
視
鏡
で
診
断

さ
れ
る
の
で
す
が
、
症
状
が
あ
っ
て
も
食

道
炎
が
な
い
場
合
や
、
逆
に
内
視
鏡
で
食

道
炎
が
あ
っ
て
も
無
症
状
の
場
合
も
あ
る

４
．
胃
食
道
逆
流
症
の
診
断

①
症
状
に
よ
る
診
断
（
問
診
）

胸
や
け
と
呑
酸
は
胃
食
道
逆
流
症
に
特

徴
的
な
症
状
で
、
こ
の
２
つ
の
症
状
が

あ
れ
ば
診
断
し
ま
す
。
胃
の
痛
み
や
も

た
れ
の
よ
う
な
症
状
、
喉
の
症
状
、
咳

の
症
状
な
ど
、
食
道
が
悪
い
た
め
と
は

思
え
な
い
症
状
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り

注
意
深
い
問
診
が
必
要
で
す
。

消化器内科　医師

福田　健介

胃食道逆流症
について

＜胃食道逆流症の症状＞
・ゲップがよく出る
・口の中が酸っぱくなる（または苦くなる）
・不快な口臭がある
・咳や喉の枯れ
・喉や胸が痛い
・胸焼けがする
・胃液があがってくる
・胃のあたりが気持ち悪い
・吐き気がする

図1

図2

シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話
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通
常
は
診
断
が
つ
い
て
か
ら
8
週
間
、

Ｐ
Ｐ
Ｉ
を
服
用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

間
に
食
生
活
や
日
常
生
活
の
注
意
・
改

善
を
心
掛
け
て
も
ら
い
ま
す
。
薬
を
止

め
て
症
状
が
出
る
場
合
は
、
続
け
て
服

用
し
て
い
た
だ
く
維
持
療
法
が
勧
め
ら

れ
ま
す
。

②
そ
の
他
の
薬

消
化
管
蠕
動
賦
活
薬
に
分
類
さ
れ
る
薬

に
は
、
噴
門
の
逆
流
を
防
ぐ
力
と
食
道

蠕
動
運
動
を
増
強
す
る
作
用
を
持
つ
も

の
が
あ
り
ま
す
。
症
状
改
善
の
た
め
に

使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
補
助
的
な

役
割
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

③
手
術

薬
物
療
法
が
効
か
な
い
場
合
、
大
き
な

食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
が
あ
る
も
の
に
対

し
、
腹
腔
鏡
を
用
い
た
手
術
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

６
．
最
後
に

　

近
年
、
食
生
活
の
変
化
や
生
活
習
慣
の

変
化
（
喫
煙
、
飲
酒
、
肥
満
な
ど
）、
ス
ト

レ
ス
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
胃
食
道
逆
流

症
の
患
者
さ
ん
は
増
え
て
き
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
胸
や
け
や
呑
酸
な
ど
、

症
状
を
感
じ
る
方
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
参
考
文
献
】
胃
食
道
逆
流
症
（
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
）

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
患
者
さ
ん
と
家
族
の
た

め
の
胃
食
道
逆
流
症（
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
）ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
（
日
本
消
化
器
病
学
会
：
編
）

善
し
た
か
ど
う
か
の
反
応
を
み
ま
す
。

５
．
胃
食
道
逆
流
症
の
治
療

①
酸
分
泌
抑
制
薬

文
字
通
り
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
で
、

胃
食
道
逆
流
症
の
治
療
の
基
本
と
な
る

薬
で
す
。
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
に

は
、プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）

と
H₂
受
容
体
拮
抗
薬
と
が
あ
り
ま
す
が

Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
方
が
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、

十
分
に
効
果
を
発
揮
す
る
ま
で
に
数
日

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
。
先
端
に
小
さ
な
㏗
装
置
の
付
い
た

細
い
管
を
鼻
孔
か
ら
食
道
内
に
入
れ
て
、

24
時
間
に
わ
た
っ
て
食
道
内
の
㏗
を
測

定
し
ま
す
。
こ
れ
は
専
門
的
な
施
設
で

し
か
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
（
当
院
で

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）。

④
Ｐ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト

胃
食
道
逆
流
症
の
代
表
的
な
治
療
薬
で

あ
る
酸
分
泌
抑
制
剤
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ

阻
害
剤
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
を
短
期
間
投
与
す

る
こ
と
に
よ
り
、
症
状
の
改
善
が
あ
る

か
ど
う
か
を
み
る
方
法
で
す
。
通
常
は

Ｐ
Ｐ
Ｉ
を
２
週
間
使
用
し
、
症
状
が
改

②
内
視
鏡
に
よ
る
診
断

内
視
鏡
は
診
断
に
き
わ
め
て
重
要
な
検

査
で
す
。
胃
食
道
逆
流
症
を
疑
う
場
合

に
は
、
食
道
炎
の
重
症
度
の
確
認
が
必

要
で
す
。（
図
３
、４
）
ま
た
、
悪
性
疾

患
や
ほ
か
の
疾
患
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
、
症
状
が
続
く
人
で
は
一

度
は
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。

③
24
時
間
pH
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

専
門
的
な
検
査
で
す
が
、
食
道
へ
の
酸

の
逆
流
状
況
を
連
続
的
に
観
察
す
る
24

時
間
㏗
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
が
あ
り
ま

グレードＢ(左)、グレードＤ(右)の内視鏡画像

図3

図4

内視鏡的変化無し

グレードN グレードB

グレードM グレードC

グレードA グレードD

色調変化型

長径が5㎜未満の粘膜障害を認める

粘膜障害：白苔ないし発赤を有する領域

食道の3/4周を超える粘膜障害を認める

少なくとも１カ所の粘膜障害の長径が5㎜
以上あり、それぞれ別の粘膜ひだ上に存在
する粘膜障害が互いに連続していないもの

１箇所以上の粘膜障害は二条以上の粘膜
ひだを連続している。ただし、食道の3/4周
を超える粘膜障害を認めない

シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話
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　9月10日（水）検診センター大研修室にて、第11回
宇佐高田NST研究会を行いました。講師はイーエヌ大
塚製薬株式会社 島添治樹先生で、地域の病院・施設
から78名の参加がありました。
　飲み込みが悪くなり、刻み食やミキサー食を食べて
いる方に、そのものの形で食事を食べて頂けるという
製品の説明・試食がありました。これは特殊な加工を
施すことで、食品が舌でつぶれる程のやわらかさにな
るというものです。
　研修後のアンケートでは、おいしかった、価格が高
いが時々使用したいという意見が多く、患者さんに美
味しく食べて頂きたいという願いが感じられました。
　今後も研修会を行い、飲み込みや口の中の手入れ、褥瘡の勉強等をしていきたいと思います。

　7月22日（火）宇佐市社会福祉協議会 院内支所
にて、｢自立支援のためのアセスメントの気づき
について　～管理栄養士の視点から～｣という
テーマで、自立支援のためのケアプランを作成
するケアマネジャーの方々にお話させて頂きま
した。
　自立に向けて、より良いプランを作成する中
で、食事をすることはあまりにも当たり前すぎ
て見逃されがちです。食事は内容、回数、食べ
る時間など、個々の生活の中では大きく違って
きます。今の食事内容はどうなのか、まずアセ

スメントが必要です。アセスメントに基づき、個人の生活の中で実施できる食事のプランを導く
ことが大切です。しっかり食事が取れることにより、さまざまなリハビリが実践でき、自立へと
つながっていくと思います。まずはリハビリできる体を作ることが必要です。
　今回のお話が少しでもお役に立つと幸いです。　　　　　　　　　栄養課　課長　佐藤　昌代

　11 月 10 日（月）～ 16 日（日）の全国糖尿病週
間にあわせ、当院でも管理栄養士が糖尿病の食事療
法などの栄養相談を行います。糖尿病だけでなく、
食事でお困りのことがありましたら、お気軽にご相
談下さい。

●日時：11月５日（水）・６日（木）９時～
●場所：１階ロビー

　

８
月
23
日
（
土
）
検
診
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
に
て
、
供
養
盆
踊
り
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
職
員
も
事
前
に
地
区
の
皆

様
に
ご
指
導
頂
き
、
踊
り
の
練
習
を
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
19
時
よ
り
、
徳
光
理
事
長
、

柏
木
院
長
か
ら
物
故
者
・
遺
族
の
方
々

へ
追
悼
の
意
が
表
さ
れ
、
供
養
盆
踊
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
職
員
が
浴

衣
姿
で
、
練
習
の
効
果
も
あ
り
、
大
き

な
二
重
の
踊
り
の
輪
で
し
た
。
今
年
は

地
区
の
皆
様
が
竹
灯
篭
を
設
置
し
て
下

さ
り
、
大
変
幻
想
的
に
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
皆
様
、
踊
り
の
練
習
や
会

場
の
準
備
・
片
付
け
、
当
日
の
運
営
等

に
ご
協
力
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
ご
参
加
を
頂

き
、
大
変
良
い
供
養
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
以
降
も
多
数
の
ご
参
加
、
ご
協
力

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
部
長　

熊
谷　

嘉
典

供
養
盆
踊
り

　10月11日（土）・12日（日）、大分スポーツ公園 大芝生広場で、がん患者を支援するチャリティーイ
ベント リレーフォーライフ大分2014が開催されました。当院からも延べ81名が参加し、２日間を無事
リレーできました。
　私は今回初めて参加しました。開
会式後に他の参加者とハイタッチを
しながらスタートし、チームのメン
バーと協力しながらたすきをつなぎ、
とても楽しくウォークをすることが
できました。
　私が最も印象に残っているのは、
一人ひとりの思いがたくさん詰まっ
たルミナリエです。日々病気と闘っ
ている患者さんやその家族の思いに
対し、看護師として考えさせられる
ことがありました。
　完歩するという達成感もあり、と
ても有意義な時間を過ごせました。
来年もぜひ参加したいと思います。

病棟看護師　矢野　杏菜

リレーフォーライフ大分 2014
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　9月10日（水）検診センター大研修室にて、第11回
宇佐高田NST研究会を行いました。講師はイーエヌ大
塚製薬株式会社 島添治樹先生で、地域の病院・施設
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　飲み込みが悪くなり、刻み食やミキサー食を食べて
いる方に、そのものの形で食事を食べて頂けるという
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施すことで、食品が舌でつぶれる程のやわらかさにな
るというものです。
　研修後のアンケートでは、おいしかった、価格が高
いが時々使用したいという意見が多く、患者さんに美
味しく食べて頂きたいという願いが感じられました。
　今後も研修会を行い、飲み込みや口の中の手入れ、褥瘡の勉強等をしていきたいと思います。

　7月22日（火）宇佐市社会福祉協議会 院内支所
にて、｢自立支援のためのアセスメントの気づき
について　～管理栄養士の視点から～｣という
テーマで、自立支援のためのケアプランを作成
するケアマネジャーの方々にお話させて頂きま
した。
　自立に向けて、より良いプランを作成する中
で、食事をすることはあまりにも当たり前すぎ
て見逃されがちです。食事は内容、回数、食べ
る時間など、個々の生活の中では大きく違って
きます。今の食事内容はどうなのか、まずアセ

スメントが必要です。アセスメントに基づき、個人の生活の中で実施できる食事のプランを導く
ことが大切です。しっかり食事が取れることにより、さまざまなリハビリが実践でき、自立へと
つながっていくと思います。まずはリハビリできる体を作ることが必要です。
　今回のお話が少しでもお役に立つと幸いです。　　　　　　　　　栄養課　課長　佐藤　昌代

　11 月 10 日（月）～ 16 日（日）の全国糖尿病週
間にあわせ、当院でも管理栄養士が糖尿病の食事療
法などの栄養相談を行います。糖尿病だけでなく、
食事でお困りのことがありましたら、お気軽にご相
談下さい。

●日時：11月５日（水）・６日（木）９時～
●場所：１階ロビー
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　氏　名　　　　専　門　領　域

陣林　伯男　　　循環器　内科一般

近藤　克洋（非常勤）循環器科一般

篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般

齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般

松成　　修　　　消化器科一般

福田　健介　　　消化器科一般

中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般

有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　

中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

　氏　名　　　　専　門　領　域

柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般

山方　伸茂　　　消化器外科　外科一般

近沢　信人　　　消化器外科　外科一般

坂井　　寛　　　消化器外科　外科一般

望月　　淳　　　呼吸器内科　老年科

井上　聡一（非常勤）呼吸器科一般　第１水曜

吉松　哲之（非常勤）呼吸器科一般　第３水曜

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

やま がた のぶ しげ

ちか のぶ ひと

さか い

ざわ

ひろし

もち づき あつし

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

血液内科

外来担当医師一覧表

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／午後１：00～４：00（腎臓内科）
　　　　　　　　　　　 午後２：00～５：00（血液内科）
●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30 ～ １/３）

平成26年11月４日現在

こん どう かつ ひろ

しの はら てつ じ

まつ なり

ふく だ けん すけ

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

たしょう

おさむ

さい とう ろう

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

内 視 鏡

呼 吸 器

循 環 器

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

松　成

福　田

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

―

坂　井

中　島

福　田

望　月

近　藤

（心カテ検査）

―

―

齋　藤

陣林（ペースメーカ）

山　方

福　田

松　成

※下記参照

―

―

―

篠　原

柏　木

中　島

松　成

望　月

―

―

―

陣　林

近　沢

松　成

福　田

―

―

―

―

　表紙の写真は、総合防災訓練後の集合写真です。

当院は災害拠点病院として、宇佐高田地域災害医療

の中心的な役割を担っています。大規模災害はいつど

こで起きてもおかしくありません。今後も定期的な訓

練を行い、災害時の対応ができるよう取り組んでいき

たいと思います。　　　　　　　　　　　広報委員

編集後記編集後記

そういの うえ いち

てつよし まつ ゆき

※

※

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅
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〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635
TEL 0978-37-2300㈹ FAX 0978-37-2307

ホームページ　http://www.utihp.jp/

これまでの広報誌「ぬくもり」もホームページで閲覧できます。

宇佐高田医師会病院

●地域医療支援病院
●（財）日本医療機能評価機構認定（Ver.5.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●日本がん治療認定医機構認定研修施設
●日本呼吸器内視鏡学会専門医制度関連認定施設
●日本消化器病学会専門医研修関連施設
●肝疾患診療協力医療機関
●マンモグラフィー画像認定施設
●NST稼働施設認定病院


